
保 護 者 各 位                           令和５年１０月１８日 

向 陽 こ ど も 園 

園長  日景  陽 司 

第１回園関係者評価委員会について 
 

 １０月１０日（火）に第１回園関係者評価委員会を行いました。保育を参観していただき、令和５年

度前期（９月まで）の園の活動に対するご意見、ご助言等をいただきました。各委員の先生方のご意見、

ご助言等は下記の通りとなります。 

 

＜大館市立釈迦内小学校 校長 佐藤 潔様より＞ 

・普段から交流しているので子どもの姿をよく見ているし、小学校側も子ども達を理解できている。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有し、子ども一人一人の育ちを支えるため、幼小連携

の大切さを実感している。 

・架け橋プログラムの連携行事のプール授業では、１年生との着替え競争でこども園の方が早くできた

り、マラソンタイムでの運動会マラソン練習では、１年生よりも多い３周走る子がいたり、こども園

の子がよく頑張っているが、次は負けないようにと１年生にもよい刺激になっている。 

・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を園から保護者にも伝え、挨拶や着替え、身の回りのことなど

の基本的な部分を小学校入学までに、園と家庭で育ててほしいと思う。 

 

＜大館市立北陽中学校 教頭 藤原 寿準様より＞ 

・家庭科の授業の一環で、２年生が交流させてもらっているが、子ども達との関わりの中でたくさんの

ことを学び、楽しんでいる姿が見られている。 

・施設内が子どもを大切にした環境であり、清潔感があると感じた。また、運動会も見せていただいた

が、一人一人の育ちを大切にしている内容だなと感じた。 

・若い先生方が多く、元気に子ども達と遊ぶ姿が見られた。即戦力として子ども達や保護者の皆さんと

接していかなければいけないと思うが、園全体で力を合わせて頑張ってほしいと思う。 

 

＜株式会社 一途 代表取締役 木津谷 千春様より＞ 

・８月に行われた認定こども園訪問でも子ども達の様子を見せてもらった。今日の保育を見ても、園目

標である「いきいきと活動するこども・おおらかで優しいこども・創造性あふれるこども」に子ども

達が育っているなと感じる。 

・年長から小学校１年生への架け橋期が大切にされていることはとても良いことだと思う。大館市でも、

不登校の生徒が増えている現実に驚いている。そのような子どもにならないよう、これからもこども

園では元気いっぱい遊び、心と体を成長させてほしいと思う。 

 

 いただいたご意見、ご助言をしっかりと受け止め、今後も地域になくてはならない園づくりをし、ここで

生活する子ども達一人一人の成長をしっかりと支えていけるような園になっていきたいと思っております。 

 年度末には、保護者の方にも園の評価をしていただきたいと思っておりますのでご協力をお願い致します。 

１．教育・保育目標について ２．保育について ３．園行事について 

４．家庭との連携について ５．安全等への配慮について ６．地域との連携について 

を予定しております。 

＜保護者の方に年度末に評価していただく項目＞ 


